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独立した喘息リスク因子（OR 3.41, 95%CI：2.20, 5.27) であったが、妊娠後に禁煙した群で
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の禁煙指導が推奨されているが、本研究の結果からは妊娠前からの禁煙指導が必要と考えら
れる。次世代の健康のために学際的な連携と行政、マスコミ等との協調が望まれる。 
 
 
